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目標 (SustainableDevelopment Goals : SDGs) として 17の目標と 169のターゲットが
示された（付図 1、付表 1)。



























2017年 7月下旬（環境システム学科 1年生）、 2017年 10月上旬（「環境教育論」履修者）
調査対象者：
東京都内の私立大学で環境システム学科に在籍する大学1年生 59名（男性 36名、女性 23






































質間紙を回収した。環境システム学科 1年生と同様に、 2コマ目に、著者による SDGsに関
する講義と SDGsに関する映像教材 (NHKクローズアップ現代十 No.3708「国連 70年②




表 1,-.,3に質問項目①の結果を示す。表 lょり、環境システム学科 1年生の 54.2%、「環境
教育論」履修者の 75.0%が SDGsという言葉を聞いたことがあり、環境システム学科 1年生
の45.8%、「環境教育論」履修者の 25.0%がSDGsという言葉を聞いたことがなかった。表 2
より、 SDGsに関する知識の程度について、環境システム学科 1年生は、「(A)知っている」
が 1.7%、「(B)まあまあ知っている」が 18.6%、「(C) あまり知らない」が 37.3%、「(D)
知らない」が 42.4%であった。他方、「環境教育論」履修者は、「(A)知っている」が 10.7%、
「(B)まあまあ知っている」が 23.2%、「(C)あまり知らない」が 50.0%、「(D)知らない」
が 16.1%であった。表 3より、環境システム学科 1年生の 25.4%、「環境教育論」履修者の
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表1 問1-1国連の「持続可能な開発目標(SDGs)」という言葉を聞いたことがありますか？
環境システム学科 1年生 度数 パーセント 「環境教育論」履修者 度数 パーセント
(A)ある 32 54.2 (A)ある 42 75.0 
(Blない 27 45.8 (B)ない 14 25.0 
合計 59 100.0 合計 56 100.0 
表2 問1-2国連の「持続可能な開発目標(SDGs)」についてどのようなものか知つていますか？
環境システム学科 1年生 度数 パーセント 「環境教育論」履修者 度数 パーセント
(A)知っている 1 1.7 (A)知っている 6 10.7 
(B)まあまあ知っている 11 18.6 (Blまあまあ知っている 13 23.2 
(C)あまり知らない 22 37.3 (Clあまり知らない 28 so.a 
(D)知らない 25 42.4 (D)知らない ， 16.1 
合計 59 100.0 合計 56 100.0 
表3 問1-3国運の「持続可能な開発目標 (SDGs)」について高校や大学の授業で受講したことがありますか？
環境システム学科 1年生 度数 パーセント 「環境教育論」履修者 度数 パーセント
(A)ある 15 25.4 (A)ある 34 60.7 
(B)ない 44 74.6 (B)ない 22 39.3 
合計 59 100.0 合計 56 100.0 
表 4"-'6に質間項目②の結果を示す。表 4より、環境システム学科1年生の 27.1%、「環
境教育論」履修者の 50.0%がESDという言莱を聞いたことがあり、環境システム学科1年
生の 72.9%、「環境教育論」履修者の 50.0%が ESDという言葉を聞いたことがなかった。
表 5より、 ESDに関する知識の程度について、環境システム学科1年生は、「(A)知ってい
る」が 3.4%、「(B)まあまあ知っている」が 8.5%、「(C)あまり知らない」が 27.1%、「(D)
知らない」が 61.0%であった。他方、「環境教育論」履修者は、「(A)知っている」が 5.4%、
「(B)まあまあ知っている」が 12.5%、「(C)あまり知らない」が 42.9%、「(D)知らない」
が 39.3%であった。表 6より、環境システム学科1年生の 8.5%、「環境教育論」履修者の
25.0%が、 ESDについて高校や大学の授業で受講したことがあり、環境システム学科 1年
生の 91.5%、「環境教育論」履修者の 75.0%が、 SDGsについて高校や大学の授業で受講し
たことがなかった。
表4 問2-1 「ESD(持続可能な開発のための教育）」という言葉を闘いたことがありますか？
環境システム学科 1年 度数 パーセント 「環境教育論」履修者 度数 パーセント
(Alある 16 27.1 (A)ある 28 50.0 
(Blない 43 72.9 (B)ない 28 so.a 




















































































































































2s I 7.o 
目● 15陸冨牛馨ギの保護、固復、持続可能な利用の推遣、持練可能な庁杵の経営、砂漢イ""'"対
目雰 16持続可能な開発のたぬ力平和で包摂的な社会を促進し、すべての人々に司法へのアクセスを
g I 2.s 
件数 ％ 
32 I 9.o 
1B I s.1 
3□ I s.s 
37 I 10.4 









21 I 7.6 
目糧 2
l餞を終わらせ、 食料安全保陣及び栄菫改讐を実環し、持続可能な農禦を促遍する 29 I 10.s 
目標 3
あらゆる年齢のすべての人々の健康的な生活を確保し、福祉を促進する
14 I s.1 
目な4
すべての人々への包摂的かつ公正な質の漑い教育を提供し、生涯学習の機会を促進する
11 I 6.2 
目標 5
ジェンダー平等を達成し、すぺての女性及び女児のエンパワメントを行う
13 I 4.7 
目檬 6
すべての人々の水と衛生の利用可能性と持続可能な冑理を罐保する
35 I 12.7 
目標 7
すべての人々の、安価かつ信頼できる持続可能な近代的エネルギーヘのアクセスを確保する
14 I s.1 
目な 8包摂的かつ灼栖司胆9よ経済成長及びすべての人々の完全かつ生産的な雇用と働きがいのある人
間らしい雇用（ディーセント・ワーク）を促進する













2s I 9.1 
13 I 4.7 
20 I 7.3 
17 I 6.2 
10 I 3.6 
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考察























最低レベルの重要度評価の結果を示した。目標 5と目標 17は、 BertelsmannStiftung (ベ
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付表 1 持続可能な開発目標 (SDGs)
目標 1あらゆる場所のあらゆる形態の貧困を終わらせる
目標2飢餓を終わらせ、食料安全保障及び栄養改善を実現し、持続可能な農業を促進する
目標3あらゆる年齢のすべての人々の健康的な生活を確保し、福祉を促進する
目標4すべての人々への包摂的かつ公正な質の高い教育を提供し、生涯学習の機会を促進する
目標5ジェンダー平等を達成し、すべての女性及び女児のエンパワメントを行う
目標6すべての人々の水と衛生の利用可能性と持続可能な管理を確保する
目標7すべての人々の、安価かつ信頼できる持続可能な近代的エネルギーヘのアクセスを確保する
目標8包摂的かつ持続可能な経済成長及びすべての人々の完全かつ生産的な雇用と働きがいのある
人間らしい雇用（ディーセント・ワーク）を促進する
目標9強靱（レジリエント）なインフラ構築、包摂的かつ持続可能な産業化の促進及びイノベーション
の推進を図る
目標 10各国内及び各国間の不平等を是正する
目標 1 包摂的で安全かつ強靱（レジリエント）で持続可能な都市及び人間居住を実現する
目標 12持続可能な生産消費形態を確保する
目標 13気候変動及びその影響を軽減するための緊急対策を講じる
目標 14 持続可能な開発のために海洋•海洋資源を保全し、持続可能な形で利用する
目標15陸域生態系の保護、回復、持続可能な利用の推進、持続可能な森林の経営、砂漠化への対処、
ならびに土地の劣化の阻止・回復及び生物多様性の損失を阻止する
目標 16持続可能な開発のための平和で包摂的な社会を促進し、すべての人々に司法へのアクセスを
提供し、あらゆるレベルにおいて効果的で説明責任のある包摂的な制度を構築する
目標 17持続可能な開発実施手段を強化し、グローバル・パートナーシップを活性化する
